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イベント概要 

 

[企業名]  大日本印刷株式会社  

 

[企業 ID]  7912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 投資家カンファレンス 

 

[イベント名]  DNPグループ IR-Day 2024 

 

[決算期]   

 

[日程]   2024年 7月 11日 

 

[ページ数]  67 

  

[時間]   13:00 – 14:29 

（合計：89分、登壇：89分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]  100名 

 

[登壇者]  8名 

代表取締役 社長    北島 義斉 （以下、北島） 

専務執行役員     土屋 充  （以下、土屋） 

専務執行役員 メディカルヘルスケア本部 杉本 登志樹（以下、杉本） 
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常務執行役員 コンテンツ・ＸＲコミュニケーション本部 浅羽 信行 （以

下、浅羽） 

常務執行役員 高機能マテリアル事業部 飯田 満  （以下、飯田） 

執行役員 ファインデバイス事業部  中西 稔  （以下、中西） 

執行役員 オプトエレクトロニクス事業部 富澤 伸行 （以下、富澤） 

IR・広報本部長    若林 尚樹 （以下、若林） 
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登壇 

 

若林：定刻となりましたので、DNPグループ、IR-Dayを開始いたします。本日の司会は私、IR・

広報本部の若林が務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は大変お忙しい中、DNPグループの IR-Dayにご参加いただき、誠にありがとうございます。

本日は、説明会資料に沿ってご説明いたします。説明会資料は DNPのWebサイトに日本語版、

英語版ともに掲載されております。 

 

本日の登壇者は、代表取締役社長の北島、および本スライドに記載の各担当役員、計 7名です。 

本日の進行ですが、7名の登壇者のご説明を 13時から 14時 30分頃まで行い、その後 10分間の

休憩を挟み、14時 40分から 50分間、質疑応答の時間を設けています。終了時刻は 15時 30分を

予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

DNPグループの IR-Day開催は、今回が初めてとなります。説明資料、時間配分、その他ご意見を

終了後のアンケートにぜひお寄せいただき、また今後の改善に活かせればと思っております。 

それでは、ご説明に移らせていただきます。はじめに「持続的な企業価値向上」について、代表取

締役社長の北島よりご説明いたします。それでは北島社長、よろしくお願いいたします。 
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北島：皆さん、こんにちは。社長の北島です。本日は DNPグループの IR-Dayにご参加いただき

まして、ありがとうございます。 

DNPグループは「人と社会をつなぎ、新しい価値を提供する。」ことを企業理念に掲げ、持続可

能なより良い社会、より心豊かな暮らしの実現に努めています。そして社会課題を解決するととも

に、人々の期待に応える新しい価値を創出し、その価値を人々の身近に常に存在する「あたりま

え」のものにしていくという私たちの志を、「未来のあたりまえをつくる。」というブランドステ

ートメントに込めています。 

私たちは、東京証券取引所が 2023年 3月に要請を行った「資本コストや株価を意識した経営の実

現に向けた対応」に先立って、その年の 2月に「DNPグループの経営の基本方針」を公表すると

ともに、ROE10％の達成と PBR1.0倍超の早期実現を目指すというメッセージを、ステークホルダ

ーの皆様に発信しました。 

それに続いて、3月には新中期経営計画の骨子、5月には新しい 3か年の中期経営計画と、三つの

ステップに分けて公表し、その間に投資家の皆様からいただいたご意見なども参考にして、具体的

な変革の施策を明確にし、実行してきました。その後の当社の株価の上昇率は TOPIXを上回って

おり、PBR は 1.0倍前後の水準で推移するようになりました。 
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また当社の取り組みを各メディアに取り上げていただく機会も増えるなど、幅広いステークホルダ

ーの関心、期待が高まっていると実感しておりますが、さらに DNPの中長期的な成長についてご

理解を深めていただけるように、本日 IR-Dayを開催することにいたしました。 

このページは昨年 2月に公表した「経営の基本方針」です。この中でお示しした三つの戦略につい

て、これまで決算説明会では決算内容と主に財務戦略の進捗などをご説明し、サステナビリティ説

明会では非財務戦略の取り組みについて、ご理解を深めていただけるように努めてきております

が、それらに加えて本日の IR-Dayでは、事業ポートフォリオの変革と成長牽引事業、新規事業に

フォーカスした事業戦略についてご説明いたします。 

 

2ページをご覧ください。 

DNPは、コーポレートガバナンス・コードについて、スチュワードシップ・コードあるいは東京

証券取引所からの要請などに対応しつつ、持続的に企業価値を向上させていくため、投資家の皆様

との「対話と協働」が必要不可欠だと考えております。 

今後もこのような機会を定期的に開催し、情報開示の質と量を高めるとともに、対話を深めて、資

本コストや株価を意識した経営の実現に向けた取り組みに努めてまいります。 
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3ページをご覧ください。 

DNPグループは、今回の中期経営計画で事業ポートフォリオを 4象限に当てはめて、各セグメン

トの位置づけを明確にお示ししました。 

中長期の目標達成に向けて、注力事業領域である新規事業、成長牽引事業はもちろん、基盤事業、

再構築事業も含めた全ての領域で経営資源を最適に配分し、さらに強靭な事業ポートフォリオを構

築して、収益性や資本効率を向上させていきます。 

一方、世界的な気候変動や、地政学リスクの影響、各国・地域の選挙や金融政策などによる景気の

変動に加え、原材料、エネルギー、物流関連のコスト上昇などが懸念されます。また AIをはじめ

とする技術の急激な進歩など、私たちが想像する以上の環境・社会・経済の変化が起こる可能性も

あると思っています。 

DNPは、さまざまなリスク＝変動要因に対して、柔軟かつ機動的に対応するだけではなく、変化

を先取りして自らが変革を起こすことで、ビジネスチャンスに変えていく体制を構築しています。 

それではこの後、環境・社会・経済の変化を踏まえた事業戦略の全体像である事業ポートフォリオ

の変革と、それを構成する三つのセグメントについて、事業推進を担当している専務執行役員の土

屋から、また DNPが注力事業領域と位置づけている成長牽引事業および新規事業について、各事

業を担当している役員よりご説明いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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若林：続きまして、セグメント戦略について、専務執行役員の土屋よりご説明いたします。土屋専
務、よろしくお願いいたします。 

 

土屋：事業推進担当の専務執行役員、土屋充でございます。 

はじめに、現中期経営計画の進捗状況について、あらためてご説明いたします。 

初年度であります 2023年度は、デジタルインターフェース関連などの成長牽引事業が好調に推移

したことに加えまして、バッテリーパウチや情報セキュア関連も堅調に推移するとともに、原材料

価格高騰の価格転嫁も貢献し、計画していた営業利益 670億円を 12.6％上回る 754億円となりま

した。 

2024年度につきましても 23年度に続き、成長牽引事業が堅調に推移する見通しであるほか、再構

築事業の収益体質改善なども貢献いたしまして、計画として掲げた営業利益 750億円を 6.7％上回

る 800億円の営業利益を予想しております。 
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続きまして、中期経営計画の事業戦略の一つとして掲げました「注力事業領域への集中投資」の進

捗でございます。 

投資総額としましては、5年間で 3,900億円以上、うち 2,600億円以上を注力事業領域等へ振り向

ける計画に対して、2023年度の注力事業領域等への投資は 503億円となりました。また、基盤事

業にも 340億円を投資しております。 

特に市場成長が見込まれるエレクトロニクス部門につきましては、メタルマスクやフォトマスク関

連の設備投資を積極的に行っており、これらについては今年度、あるいは来年度以降の業績に貢献

してくるものと考えております。 
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続きまして、もう一つの事業戦略である「構造改革」についてです。 

構造改革は、前中期経営計画期間から継続して実施しております。2020年度以降、リスキリング

等によりまして 1,000人を超える人財を再構築事業領域から、主に成長分野に再配置しています。 
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また製造拠点につきましても、同期間内で約 15％を圧縮して、その資産売却により 200億円超の

キャッシュを創出いたしました。この資金を成長投資、あるいは自己株式の取得の原資として活用

することで、資本効率の改善を引き続き進めてまいります。 

 

ここから、各セグメントの概況をご説明いたします。 

当社の事業セグメントは、スマートコミュニケーション、ライフ&ヘルスケア、エレクトロニクス

の三つに分かれておりまして、市場成長性と収益性で 4象限に分けた図に落とし込むと、このよう

な位置づけになります。 

濃淡はあるものの、各セグメントの中の事業が全て同じポジションに位置するのではなくて、それ

ぞれのセグメントの中でも注力事業、基盤事業、再構築事業を有しております。中期経営計画の事

業戦略で掲げている「注力事業領域等への集中投資」あるいは「事業構造改革」を、それぞれの事

業が置かれている状況において適切に実行することで、強いポートフォリオを構築していく方針で

ございます。 
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それでは、まずスマートコミュニケーション部門からご説明いたします。 

当セグメントには、写真プリント用の昇華型熱転写記録材やフォトプリンター、証明写真機などを

手がけている「イメージングコミュニケーション関連」、BPOサービスや ICカードを提供する

「情報セキュア関連」、あるいは新規事業として注力する「コンテンツ・XRコミュニケーション

関連」などが含まれます。 
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各事業が置かれている市場環境をまとめたものが、こちらのページです。 

基盤事業として位置づけている「イメージングコミュニケーション関連」や「情報セキュア関連」

は安定した市場環境が続く見通しです。「コンテンツ・XRコミュニケーション関連」も今後、市

場の拡大および活性化が予想されております。 
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こうした市場環境の中、世界シェアナンバーワンの写真プリント用昇華型熱転写記録材は、新興国

等で今後の需要の拡大が期待されますので、地域特性に即した用途の開発と拡販によって、さらな

るシェアの拡大を目指してまいります。 

また、国内シェアナンバーワンの IC カードは、環境配慮製品など高付加価値製品の拡充によっ

て、さらなる競争力の強化を進めていきます。 

出版印刷、あるいは商業印刷、ビジネスフォームといった紙媒体の印刷物は、今後も市場縮小が予

想されるため、リスキリングによる成長事業や基盤事業への人財シフト、あるいは製造拠点の再編

など、資産の適正化を引き続き進めてまいります。 

 

続きまして、ライフ&ヘルスケア部門です。 

このセグメントは、バッテリーパウチ、太陽電池関連、加飾フィルム等を含む「モビリティ・産業

用高機能材関連」、製薬事業、医療・医薬用包材等が含まれる「メディカル・ヘルスケア関連」、

無菌充填システムや機能性包材等を扱う「包装関連」、住宅やオフィスの内装材・外装材等を扱う

「生活空間関連」、「飲料事業」という構成となっております。 
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こちらが各事業それぞれの市場トレンド、市場の成長性をまとめたものです。 

まずバッテリーパウチの市場ですが、足元では EV 需要の足踏みが見られるものの、プラグインハ

イブリッドを含め、長期的に各種 EV化が進む流れは変わらないと見ておりまして、着実な成長が

見込めると考えております。 

同じく、「モビリティ・産業用高機能材関連」に含まれる太陽電池関連の市場も、全世界で成長が

続くと見込まれているほか、自動車用の加飾フィルムは内装用途だけではなくて、塗装の代替とし

ての外装用途で伸びが期待できると考えております。 

新規事業である「メディカル・ヘルスケア関連」につきましては、医薬品の世界市場の堅調な伸び

が見込まれておりまして、当社としても注力してまいります。 

「包装」「生活空間関連」「飲料」につきましては、国内市場はそれほど大きな伸びは見込めない

ものの、特に「包装」「生活空間関連」については、海外を中心に一定の成長余地があると捉えて

おります。 
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これらの市場動向を踏まえた各事業の戦略が表の左手になります。 

バッテリーパウチにおいては、市場の伸びに追随すべく、必要な投資を継続して実施してまいりま

す。太陽電池関連につきましても、欧米の需要の伸びに遅れをとることのないよう、新設備導入な

どの成長投資を実施するほか、モビリティにおきましても、DNPのコアとなる技術を活かした差

別化製品のグローバル展開を加速してまいります。 

「包装」「生活空間関連」につきましては、国内の効率化を進めるとともに、グローバルを中心に

それぞれの市場の需要を捉えて、ビジネスの最大化に資する製品を提供してまいります。 

新規事業である「メディカル・ヘルスケア関連」におきましては、産業のバリューチェーンの中で

DNPが価値を提供できる領域を拡大してまいります。 

これらの戦略を着実に実行することで、右上の図にあるとおり、ポートフォリオを進化させていく

ことができると考えております。 

結果といたしまして、右下のグラフのとおり、バッテリーパウチの足元の市場停滞などを反映させ

たことで、2024年度は中期経営計画をやや下回るものの、売上、営業利益ともに着実に成長する

ことができると考えております。 
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続きまして、エレクトロニクス部門です。 

当部門は、世界トップシェアを誇る有機 ELディスプレイ用製造用メタルマスク、およびディスプ

レイ用光学フィルム等の「デジタルインターフェース関連」と、フォトマスクやリードフレーム等

の「半導体関連」の事業で構成されております。 
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次に、各事業の市場トレンド、市場の成長性をご説明いたします。 

光学フィルムは、主にテレビ向けパネルサイズの大型化にともなう出荷面積の拡大傾向が続き、長

期的な市場 CAGR（年平均成長率）が約 3.2％で成長する見通しで、需要は堅調に推移いたしてお

ります。 

有機 ELディスプレイ製造用メタルマスクは、スマートフォンでの採用拡大に加えて、今後、タブ

レット端末やノート PCでの採用の拡大、広がりが見込まれておりまして、特にタブレット端末と

ノート PC における 2023年～2030年の市場の CAGR は約 40％と予想しております。 

フォトマスクは顧客企業の製品開発需要のほか、生成 AI向けロジック、メモリー用途の半導体市

場の需要増加にともない、外販市場は 2020年～2027年の市場 CAGR が約 8％と予想されており

ます。中長期的に大きく市場が成長する見込みです。 

リードフレームは車載・通信・民生品用途の需要回復が遅れているものの、中長期的には、2022

年～2029年の市場 CAGR が約 7％成長する見込みです。 

右上の図のポートフォリオの進化イメージのとおり、メタルマスクや光学フィルム、フォトマスク

を中心に市場性、すなわち社会ニーズが高く、DNPシェアの高い事業に集中投資を行うほか、次

世代半導体パッケージ向け部材として期待されているガラスコアの開発投資を進めまして、市場成

長率を上回る持続的な事業拡大を目指してまいります。 

売上高および営業利益につきましても、右下のグラフで示すように、2024年、2025年とも、中期

経営計画以上の水準となる見通しです。 

 

若林：続きまして、成長牽引事業と位置づけている「デジタルインターフェース関連」の光学フィ
ルム、メタルマスクについて、執行役員の富澤よりご説明いたします。富澤役員、よろしくお願い

いたします。 
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富澤：執行役員の富澤でございます。それでは「デジタルインターフェース関連」の光学フィルム
についてご説明いたします。 

2ページをご覧ください。はじめに、事業概要になります。我々は独自の光学設計技術とコンバー

ティング技術を駆使し、多様な機能を持つディスプレイ用光学フィルムを提供しております。 

主な製品は、反射防止フィルム、防眩フィルム、位相差フィルムになります。これらの製品のトレ

ンドは、テレビなどディスプレイの大型化、デバイスの変化、利用範囲の拡大等による“更なる高

機能化”です。このような変化に対し、光を制御する光学設計技術と、材料、コーティング技術、

ディスプレイ用では世界最大幅の設備を導入し、ディスプレイ用光学フィルムで世界トップシェア

を獲得しております。 

また、このような技術によって、より鮮やかな色彩のディスプレイを実現し、デバイスの利用範囲

を拡大し、ユーザビリティを向上させ、消費者の快適な暮らしを実現したいと思っております。 
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3ページをご覧ください。次に、主力製品の機能と用途について説明させていただきます。 

光学フィルムは主に、テレビやモニター、ノート PC、タブレット端末やスマートフォンの最表面

や内部に使われます。 

反射防止フィルムは、表面反射光と界面反射光の干渉を利用し、反射光を抑えます。また、防眩フ

ィルムは入射光を表面凹凸で拡散させて、外光の映り込みを軽減させます。どちらも目に優しく、

ほとんどのディスプレイの表面に使われております。 

さらにデバイスに合わせて、高硬度、耐擦傷性、防汚性、UVカット、帯電防止性といった、さま

ざまな機能を付与し、どんな環境下でも快適に使える製品を提供しております。 
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4ページをご覧ください。 

このような製品の基盤技術は、独自の光学設計技術を核に、クリーンコーティングによる大面積、

高機能化技術になります。AR（Anti-Reflection）フィルム、AG（Anti-Glare）フィルムともに、

光学フィルムは高透明な基材に数ミクロン厚のハードコート層をコーティングし、さらに AR 層は

100ナノメートル（1nm=10億分の 1メートル）程度の厚さを均一にコーティングしたものです。 

また機能を付与したり反射層を形成したりする際に、インラインで 2層または 3層を同時にロール

to ロールで製造することができ、高い生産性と高品質なモノづくりを行っております。 
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5ページをご覧ください。続いて、DNPのディスプレイ事業の歩みになります。 

DNPは、1958年のブラウン管用シャドーマスクに始まり、液晶ディスプレイ用カラーフィルタ

ー、プロジェクションスクリーン、プラズマディスプレイ用では背面板、表面フィルム、電磁波シ

ールド、近赤外線フィルター、そして現在の主力製品である液晶ディスプレイ用低反射フィルム、

防眩フィルム、有機 ELディスプレイ用メタルマスクと、快適な暮らしの実現に向けて、研究開発

から量産まで、ディスプレイ技術の発展に貢献し、今後は未来のディスプレイへ新たな価値を提供

していきたいと思っております。 
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6ページをご覧ください。光学フィルムの中の主力製品である偏光板用表面処理フィルムのサプラ

イチェーンについてご説明します。 

基材である高透明なフィルムに、DNPが AR や AG の機能、さらに機能を増やしたものを偏光板メ

ーカーに供給し、そこでつくられた偏光板がパネルに貼られ、最終的には消費者が手にした際の最

表面に DNPの光学フィルムがくるかたちになります。 

お客様である偏光板メーカーは日本、韓国、台湾、中国と広がっており、DNPは全てのお客様に

表面処理フィルムを提供しております。また、生産は広島県の三原工場、岡山県の岡山工場の 2拠

点で行い、開発は千葉県の柏でも行っています。2025年度には、2,500ミリ幅の超広幅として 2

台目となるラインも稼働し、生産能力を拡大していきます。 
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7ページをご覧ください。続きまして、競争環境についてです。 

偏光板用光学フィルムでは、65インチのテレビ向けを効率よく取るために、2,500ミリ幅の超広幅

ラインを業界で唯一保有し、豊富な製品ラインナップのもと、デバイスの変化に対応し、お客様の

ご要望に応える製品開発を行っていきます。 

多くの製品ラインナップの中で、基材も重要な要素であり、現在大きく分けて TAC（トリアセチ

ルセルロース）、アクリル、PET（ポリエチレンテレフタレート）とあります。特に大型のテレビ

では、その低透湿性から、延伸フィルムでありながら複屈折による虹むらを解消した特殊な PET

が用いられ、DNPが保有する特許の強みから、大きな広がりを見せています。 
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8ページをご覧ください。次は競争戦略です。 

DNPは、ディスプレイの最表面に使われる光学フィルムとは別に、有機 ELディスプレイ用にコー

ティングタイプの位相差フィルムを提供しております。 

また、2019年頃から市場に出てきたスマートフォンのフォルダブル（折りたたみ）仕様におい

て、最適な基材の選定とインキ設計・配合により、高硬度かつ屈曲性に優れた製品を開発、生産し

ています。今後、展開が期待されるフォルダブルデバイスに最適な特性、機能を付与した製品開発

を行っていきます。 
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9ページをご覧ください。以上ご説明させていただきました内容を「DNPの強み」としてまとめ

ました。 

○大面積・高機能化技術、光の反射を制御する光学設計技術と材料・コーティング技術。 

○高機能かつ高品質な製品を実現するインライン多層コーティング製造設備。 

○材料や製造方法、製品に関する特許やノウハウを幅広く保有。 

○高い生産性を追求しながら高品質な製品を安定して供給する能力。 

 ディスプレイ向け表面処理フィルムでは、世界最大の超広幅 2,500ミリライン。 

 クリーン環境でのロール to ロール生産 

であります。 
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10ページをご覧ください。続きまして、市場環境についてです。 

こちらの棒グラフの横軸は 2022年から 2030年、縦軸は面積になります。台数では大きな成長は

見込めませんが、テレビの大型化を背景に、CAGR で約 3％の成長が見込まれます。 

 

11ページをご覧ください。 
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DNPは今後変化するディスプレイへの対応、高付加価値品への対応、既存品のシェアアップによ

り、市場の成長率を上回る CAGR13.2％を計画しております。 

光学フィルムについては以上になります。 

 

続きまして、もう一つの成長牽引事業であります、有機 ELディスプレイ用メタルマスクの事業概

要について説明させていただきます。2ページをご覧ください。 

メタルマスクは現在、中小型有機 ELディスプレイを製造する際の主流である蒸着方式で使用する

マスクで、レッド、グリーン、ブルーの有機材料をガラスまたはフィルム基板に形成する際の部材

になります。そして、このメタルマスクは、有機 ELディスプレイの薄型・軽量化、高精細化、大

型化を実現するために非常に重要なものになっています。 

トレンドとしては今年、スマートフォンでの有機 ELディスプレイ比率が 50％を超える見込みで、

需要が拡大し、さらにタブレット端末、ノート PC、車載用のデバイスにも採用が拡大。お客様で

あるパネルメーカーも、設備能力を拡大しております。 

DNPは独自のフォトリソグラフィとエッチング加工技術で、高精細なメタルマスクを製造し、ス

マートフォン向けを中心に、世界トップシェアを獲得しています。今後もディスプレイの薄型・軽

量化、高精細化を実現し、フレキシブルな形状を活かした新しい用途の可能性を拡大し、快適な暮

らしの実現に応えていきたいと思います。 
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3ページをご覧ください。 

メタルマスクを製造する上での DNPの基盤技術は、高精細な微細加工を実現する独自のフォトリ

ソグラフィとエッチング加工技術です。 

印刷用のハンコをつくる技術が生んだメタルマスクですが、DNPは、より美しく鮮明に印刷する

ために版をつくる技術を磨き、高精度な微細加工技術へと高めてきました。 

メタルマスクは穴の位置、大きさに高い精度が必要であり、DNPの高い精度を誇るフォトリソグ

ラフィ技術や、金属のウェットエッチング技術が大きな強みとなっています。 
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4ページをご覧ください。 

DNPの強みは、 

○高い精度を誇るフォトリソグラフィ技術とエッチング加工技術。 

○優れた技術開発力。 

○材料や製造方法、製品に関する特許やノウハウを幅広く保有。 

○高品質、高精細な製品を安定して供給する能力 

であり、DNPは 2001年にメタルマスクの開発を開始し、黎明期から普及に向けて、有機 ELディ

スプレイの開発に貢献してきています。そして、高い技術力に裏付けられた世界トップシェアを誇

る製品になっております。 
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5ページをご覧ください。 

事業戦略として、有機 ELディスプレイの大型化ニーズを先取りするとともに、BCP（事業継続計

画）の観点から、従来の広島県の三原工場に加えて、福岡県の黒崎工場に約 200億円を投資し、

今年 5月に稼働を開始させました。この設備はディスプレイの大型化ニーズに合わせて、従来の第

6世代サイズから第 8世代サイズへ対応したものになります。 

右側は、メタルマスクの写真です。このシートに数千万個の穴が開いており、その穴を通して、有

機材料が蒸着されます。一番右側と中央にあるのが第 6世代でつくられたもので、左側が第 8世代

のサンプルです。 
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6ページをご覧ください。 

市場環境は、スマートフォンにおいて今後も LCD（液晶ディスプレイ）からの切替えが進み、

2022年～2030年の CAGRで約 7％、タブレット端末、ノート PC用で約 32％の成長が見込まれ

ます。 
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7ページをご覧ください。 

DNPは今後変化するディスプレイへの対応、市場への安定供給により、市場の成長率を上回る

CAGR8.3％を計画しております。 

私からの説明は以上になります。 

若林：ありがとうございました。続きまして、成長牽引事業と位置づけている「半導体関連」のフ
ォトマスク、ガラスコアについて、執行役員の中西よりご説明いたします。 

中西役員、よろしくお願いいたします。 

 

中西：執行役員の中西です。それでは、「半導体関連」事業のフォトマスク、ガラスコアについて
ご説明いたします。2ページをご覧ください。 

半導体プロセスは、半導体とチップを作る「前工程」、チップを市場に出回るかたちに仕上げる

「後工程」に大別され、当社は前工程から後工程までのさまざまなプロセスに製品、ソリューショ

ンを提供しております。 

その中でフォトマスクは、前工程で使用される、当社の「半導体関連」事業における基幹製品で

す。右下の図にあるように、フォトマスクは、半導体の基板上に光を使って半導体の微細なパター

ンを転写する際の写真のネガのような役割をするガラス板であり、その基板上にナノ（nm）オー

ダーの微細な回路パターンが形成されたものです。 
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スライドの左下にあるように、当社は印刷の原版をつくる微細加工技術と、微細なパターンを正確

に転写する製版技術、これら印刷の基盤技術を掛け合わせて、フォトマスクを開発・製造していま

す。 

 

3ページをご覧ください。フォトマスクビジネスの市場環境についてご説明いたします。 

フォトマスク市場は、半導体メーカーがフォトマスクを自社で作る内製市場と、外部から調達する

外販市場があり、当社は外販市場でビジネスを展開しています。 

左側の青いグラフは半導体市場の推移を示しており、半導体市場は AIや自動車用途の拡大が牽引

し、2020年から 2027年にかけて、年平均成長率 7.9％で成長すると見込まれております。 

右のグラフは、当社が事業展開するフォトマスク外販市場の推移を示しており、半導体市場の成長

に合わせて、フォトマスク外販市場も 8.13％成長すると見込んでいます。 

外販フォトマスク市場をメインターゲットとしながら、内製フォトマスク市場にも価値を提供する

ことにより、さらに大きな成長を目指します。 
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4ページをご覧ください。当社のフォトマスク事業の基本戦略をご説明いたします。 

当社の基本戦略は、先端、最先端領域に開発リソースを集中し、技術開発、設備投資をしていくこ

とと、より線幅の太いボリュームゾーンの領域に積極的に設備投資をして、キャパシティを確保す

ることです。 

資料の上半分で、先端、最先端の領域についてご説明しています。赤い縦の点線の右側が、EUV

（極端紫外線）と呼ばれるプロセスを使う最先端領域です。この領域では、現在世界で量産化され

ている最先端の 3ナノ世代半導体向けのフォトマスクの開発を完了し、販売しています。 

次の 2ナノ世代の開発にもすでに取り組んでおり、日本の Rapidus社を通じて、NEDO（新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構）の高集積最先端ロジック半導体の製造技術開発の再委託先として

参画しています。これから EUV 領域へ参入する半導体メーカー様に EUV マスクを供給させていた

だき、お客様がチップ開発、製造に集中できるようにすることで、価値を提供してまいります。 

また EUV マスクを内製されるお客様には、一部の工程をこの後ご説明するナノインプリントプロ

セスに置き換えることによって、トータルコストダウンに貢献します。 

赤い点線の左側は、EUV を使わない先端領域です。この領域の最も細い線幅は 8ナノ世代です。

この領域に、ナノインプリントとカーブリニアという技術を提供することにより、実績のある経験

値の高いプロセスで、より細い線幅の半導体製造を可能にします。 
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ナノインプリントは、表面に微細な凹凸を付けた基板を物理的に押し当てることにより、回路パタ

ーンを形成するもので、複数の半導体工程を一つにまとめることを可能にし、半導体製造のローコ

スト化とカーボンニュートラルに貢献する技術です。 

カーブリニアは、実際には転写されない特別で複雑なパターンをフォトマスク上に形成することに

より、お客様がフォトマスクを使って露光する際にパターン同士が相互作用して、より高精細な回

路パターンを形成する技術です。 

画面の下半分は、ボリュームゾーンに関するご説明です。数量面では、先端半導体よりも線幅の太

い 65ナノから 28ナノが当面のボリュームゾーンになると見込んでいます。この領域に集中投資

をして、2023年から 2025年まで、生産キャパを約 20％増やします。 

ボリュームゾーンから最先端にかけて、3年間で 200億円の投資を実施いたします。 

 

5ページをご覧ください。これらの戦略によって実現する業績の推移についてご説明します。 

グラフが示すように、2022年から 2025年にかけて、売上を約 15％増やします。そのうち 10％

は、新たな設備投資によるものです。さらに 2030年度には、EUV マスクによりプラス 100億

円、ナノインプリントによりプラス 40億円の売上増を目指します。 
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まとめとなりますが、フォトマスク事業は DNPの「半導体関連」事業の基幹製品として、EUV向

けフォトマスク、独自技術であるナノインプリントに開発投資を集中し、開発を加速して事業化す

ることにより、先端領域のビジネスを拡大します。 

そして同時に、先端領域よりも太い線幅のボリュームゾーンに対して積極的に設備投資し、生産キ

ャパを確保することにより、半導体市場の成長を上回る成長を目指します。 

 

次に、現在開発中のガラスコアについてご説明いたします。2ページをご覧ください。 

ガラスコアは、半導体の後工程のチップ実装工程で用いられる基板です。当社はリードフレームを

チップ実装工程向けの製品として事業展開していますが、リードフレームは太い線幅の半導体の実

装に使われる部材であり、本日ご説明するガラスコアは、最先端の細い線幅の半導体に使われる部

材です。 

ガラスコアの“コア”とは、半導体チップを支えるベース基板のことであり、現在は樹脂製のコアが

使われています。半導体チップの微細化・大型化が進むと、より平坦性が高く、反りの少ないコア

が要求され、それを実現する材料としてガラスが注目されています。 

ガラスには表と裏を接続する微細で高密度な貫通電極の形成が必要となります。当社は、フォトマ

スク製造・MEMS 製造で培った微細加工技術と、液晶ディスプレイ向けカラーフィルター製造で

培った薄い大型ガラスをハンドリングする技術を掛け合わせて、ガラスコアを開発しました。 
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半導体の後工程に価値を提供する製品として、当社の次世代の成長を牽引する事業として、開発を

進めてまいります。 

 

3ページをご覧ください。ガラスコアの市場環境をご説明します。 

左のグラフは、サーバー向け半導体実装基板の伸びを面積の変化で示したものです。実装基板の総

面積が増えるのは、もちろん半導体の個数が増えるからでもありますが、半導体 1個当たりの面積

が大きくなるのもその要因です。半導体の大面積化を牽引するのは、サーバー向けの最先端 CPU

や GPUなどの高機能デバイスです。 

右のグラフは、CPUや GPUの面積が年々大きくなることを示しています。当社は、半導体の面積

が大きくなるにつれ、平坦性が高く、反りの少ないガラスコアのニーズが高まると考え、その開発

を進めています。 
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4ページをご覧ください。ガラスコアの業績推移についてご説明いたします。 

当社のガラスコアは、2023年に「半導体・オブ・ザ・イヤー」でグランプリを受賞させていただ

きまして、市場からの大きな期待を実感しています。すでに複数のお客様と対話を進めながら、設

備投資を始めており、2026年度には小量産、2027年度には量産を開始します。 

本日は詳しくご説明していませんが、並行して開発している RDL（再配線層）インターポーザと

併せて、これら先端実装部材を当社の「半導体関連」事業のポートフォリオに加え、2030年度に

は先端実装部材を年商 300億円の事業に成長させる計画です。 

私からの説明は以上となります。ありがとうございました。 

 

若林：続きまして、成長牽引事業と位置付けている、「モビリティ・産業用高機能材」のバッテリ
ーパウチについて、常務執行役員の飯田よりご説明いたします。飯田常務、よろしくお願いいたし

ます。 
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飯田：バッテリーパウチ関連の事業を担当しております、飯田と申します。 

私からは、バッテリーパウチの市場動向と、事業計画、事業戦略についてご説明した後に、太陽電

池関連製品の取り組み状況についても触れさせていただきます。 

 

3ページをご覧ください。 
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バッテリーパウチとはリチウムイオン電池の外装材であり、電池の中身を保護する役割を持ちま

す。特にリチウムイオン電池は溶剤系の電解液が入っており、その電解液が長期間 外に漏れず、

また外部から水等が入ったりせず、さらに高い絶縁性も必要となる部材です。 

バッテリーパウチは、電池が長期間安定して作動する上で、非常に重要な役割を持っています。用

途については、スマートフォン、タブレット端末、ノート PCに代表されるモバイル IT用途と、

電動車用途となります。 

 

4ページをご覧ください。 

当社のバッテリーパウチは、長年の実績と高信頼性が業界で高く評価されまして、世界トップシェ

アにあります。 
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5ページをご覧ください。電動車の市場動向について、ご説明いたします。 

最近の動向として、欧米を中心に電気自動車の伸びが鈍化している状況にありますが、電動化の大

きな流れは変わらないと見ています。 

電気自動車、EV の充電設備が整って、車種が増え、選択肢が増し、価格がガソリン車に近くなっ

ていくことで、EV は確実に伸長していくものと予測しております。また、EV 一辺倒ではなくて、

PHEV、HEV を含め多角的に進展して、最終的には EVへ移行するものと見込んでおります。 

このような状況から、電動車の市場予測については、昨年予測と比較して変更しております。右上

の表の、昨年との台数見込みの修正比率をご覧ください。EV では昨年比マイナス 20％強、

PHEV、HEV は 10から 20％近いプラスの伸びを見込んでおります。 

また、当社のバッテリーパウチへの影響については後ほど詳細を説明いたしますが、EVの鈍化で

直近のパウチ数量の伸びは鈍化しています。ただし PHEV、HEV にもパウチタイプは使われてお

りまして、今後これらがさらに増えていけば、一定の寄与を見込んでいます。 
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6ページをご覧ください。 

電池タイプには大きく 3タイプがありまして、車載用途にはそれぞれが共存している状況です。そ

れぞれの特徴について、簡単に説明いたします。ちなみにモバイル用途に関しては現在、薄型・軽

量のメリットから、パウチタイプ電池の搭載が大半を占めている状況です。対して、自動車用途に

関しては 3タイプの外装方式が採用されており、それぞれメリット、デメリットを持って運用され

ています。 

まず、左のパウチタイプです。薄型・軽量で、放熱効率が良いという特徴があります。また、電極

は 1枚 1枚重ねていくスタッキングという方式が採用されておりまして、重量エネルギー密度に優

れています。ただし、モジュール構造に剛性を持たせる必要があります。 

続いて、中央の角缶タイプです。剛性があって、モジュール構造を簡素化できます。取り扱いやす

いこともあって、中国で多く使われています。電極をくるくる巻いて缶にセットする捲回（けんか

い）という方式が採用されていまして、どうしてもこの性質上、隙間空間ができることで、体積エ

ネルギー密度が不利になります。 

続いて、右側の円筒タイプです。こちらは規格化されたもので、低コストでエネルギー密度も高い

という特徴があります。ただし EV1台に数千本が必要になると、電池 1本 1本を正確に制御する

BMS（バッテリーマネジメントシステム）が複雑になります。テスラが採用しておりまして、こ

の点をクリアしていますが、難易度が高いと言われています。 
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各方式別シェアとしては、パウチタイプが約 20～30％、角缶タイプは中国での採用が多いという

事情で最もシェアが高く、50％強と見積もっています。残りが円筒タイプです。当社はパウチの良

いところを伸ばして弱点を克服すべく、現行パウチの改良を進めるとともに、現在のものとは異な

る次世代パウチの開発も進めております。 

 

7ページをご覧ください。各自動車メーカー別の電池方式について説明いたします。 

先ほどご説明したとおり、中国は角缶タイプが多い状況ですが、欧米ではパウチタイプが広く採用

されています。特に今後、米国、アメリカでの採用が進む見込みです。 

アメリカの場合、自動車メーカーと電池メーカーとが合弁会社を設立するケースが多くて、自動車

メーカーが自ら電池製造に関わり、投資しています。例として、GM×LGの JV、フォード×SKの

JV 等です。すなわち、自動車メーカー自身も覚悟を決めて電池製造に関わっており、このライン

稼働を今後優先するものと思われます。ここにしっかりと我々が入っていくことが、当社の一つの

大きな戦略であり、今後、米国での数量増を計画しています。 
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8ページをご覧ください。 

その米国において 2023年以降、Ultium、GMと LG社の合弁や、韓国 SKonのジョージア工場の

本格的な稼働が開始しております。 

 

9ページをご覧ください。 
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昨今の EV の伸び鈍化にともなって、工場の新設の延期や建設保留が出ている状況ではあります。

ただし、この表にある“レ点”の工場は、2025年から 26年に稼働すべく進められています。これら

が多少さらに延期等になったとしても、多くのパウチ需要が出てきている状況にあります。 

また、これらの工場は EV のみならず、PHEV、HEV の電池製造もできるように変更していると聞

いてます。このような対応は EV 需要の鈍化を補うことから、パウチ需要の安定増が見込まれま

す。 

 

10ページをご覧ください。バッテリーパウチの事業計画について説明いたします。 

2020年まではスマートフォン、タブレット端末、ノート PC、これらの IT用途を中心に拡大して

きました。その後、車載用途が増えて、車載の比率が 7割から 8割を占める状況にあります。 

現在、欧米の EV 用途は鈍化傾向にありますが、25年以降はまた再び EVの伸長、そして PHEV、

HEV も増え、パウチの年率 15％から 20％の伸びを見込んでおります。 
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11ページをご覧ください。バッテリーパウチ製品の競争力についてです。 

まず生産技術については、独自開発のプロセスでありまして、主要設備は社内開発設備で、すなわ

ち内製化しています。このことによって、ノウハウの流出防止を図っています。 

続いて製品開発ですが、特に材料については自社設計するとともに、材料メーカーとの特別なアラ

イアンスを組んで、こちらも技術流出には十分注意して進めています。また、次世代電池として有

望な全固体電池は、パウチ方式が有利といわれています。この開発にも力を入れてます。 

続いて、競合対応です。特許 500件以上を我々は所有しておりまして、他社の参入の抑制に活用

していきます。 

顧客対応については、各国の政策に応じて、現地生産化を検討していきます。電池メーカーが要望

する幅にスリット加工するという、我々は後工程と呼んでいますが、この工程はすでに中国、欧州

デンマークで行っています。米国についても土地を取得して、今後生産を行うべく、準備を進めて

います。 

以上、直近の EV の伸びの鈍化については、当社のバッテリーパウチ事業にも影響は出てきており

ますが、車の電動化の大きな流れは変わっていないと見ています。したがって方針に変更はなく、

時期を見極めながら対応を行っていく予定です。 
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12ページをご覧ください。本日は、もう一つの商材について説明させていただきます。 

当社の成長事業の一つとして、「産業用高機能材」という製品群を掲げています。バッテリーパウ

チはこの機能材の一つでありますが、ほかにも有望な製品があります。 

その一つが太陽電池関連製品です。こちらが太陽電池モジュールの断面図でありまして、当社は大

きく二つの製品を手がけています。太陽電池の発電用シリコンセルを保護する「封止材」と呼ばれ

るものと、外部環境からの水等の浸入を防止する「バックシート」というものです。当社製品は、

長期耐久性に優れることが評価され、拡大しています。 

また最近プレスリリースした DNPの「反射シート」が右側にあります。こちらは地面に敷いて、

反射シートに当たった太陽光を発電セルに戻すもので、発電効率を上げる製品です。こちらの新製

品も採用が進んできています。 
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13ページをご覧ください。こちらのグラフが、太陽電池関連製品の売上実績と今後の計画です。 

従来は、国内太陽電池メーカー中心に供給してきました。しかしながら、国内メーカーが自社生産

から撤退する等で、国内向けはシュリンクしてきました。 

国内で培った実績をもとに欧米の太陽電池メーカーにアプローチして、今年は 21年比約 2倍の売

上を見込んでいます。これらの旺盛な需要から、来年 25年には新規に設備導入し、さらに拡大し

ていく予定です。 

以上、本日は脱炭素社会の実現に貢献する二つの製品、リチウムイオン電池用バッテリーパウチ、

太陽電池関連製品の当社の取り組み状況について、説明させていただきました。 

 

若林：ありがとうございました。続きまして、新規事業分野のメディカル・ヘルス関連について、
専務執行役員の杉本よりご説明いたします。杉本専務、よろしくお願いいたします。 
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杉本：DNPの医療ヘルスケア事業を担当している、杉本です。本日は私から、DNPの医療ヘルス

ケア事業の全体像をご説明します。 

2ページに、最近の DNPのテレビ CM の画像が映っておりますが、印刷会社である我々が薬その

ものの製造も含めて、製薬に関わる領域を我々の医療ヘルスケア事業の中心に置いて、事業展開を

考えているところをご説明したいと思います。 
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このページには、医薬品の開発から製造、販売に至るまでの流れを示しています。 

医薬業界は、この 20年ぐらいの間に水平分業化が進んでいて、図の緑色で示した部分、つまりは

医薬品の開発そのものにあたる領域と、後ろのほうの薬の販売に関わる領域ですが、この領域につ

いては皆様がよくご存知の製薬企業様が、開発を行っている創薬企業様といったほうがいいかもし

れませんが、自社で遂行されます。 

真ん中の青い青色で示した薬の有効性を確認して国の認可を得る部分、いわゆる「治験」と「薬事

承認」の領域については、CROと呼ばれる専門の受託業者へアウトソーシングされ、また薬の製

造を担う部分、いわゆる「製剤」領域は、CMOと呼ばれる専門の受託業者へアウトソーシングさ

れるケースが非常に多くなっています。 

シミックグループは、CROと CMOの両方の機能を持つ、日本の代表的な製薬アウトソーシング

事業者であり、昨年 4月に DNPとシミックグループは、戦略的に事業提携することに合意すると

ともに、シミック CMOを DNPの連結子会社化しました。 
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このページに、DNPの医療ヘルスケア事業の全体像を簡単に示しています。 

創薬企業様がアウトソーシングされているモノづくりの領域、つまりは DNPが得意とする「医療

パッケージ事業」と、十数年前にスタートした「原薬事業」、さらには昨年シミック CMOを連結

子会社化することで獲得した「製剤事業」、この三つを DNPの医療ヘルスケア事業の中核に据え

ています。 

CROと呼ばれる治験のアウトソーシング事業については、今後シミックグループと協業して、

DNPとしての事業化を目指していくとともに、従来から手がけている医療画像診断系の事業や、

パッケージ技術と製剤技術の掛け合わせで、既存の医薬品の付加価値を飛躍的に向上させる事業

や、再生医療等にかかわる事業構築を目指していきます。 
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このページでは、世界の医薬品市場の拡大トレンドについてご説明します。 

2018年には世界の医薬品市場規模は 141兆円でしたが、2030年には 196兆円にまで拡大すると

予測されています。 

化学合成によって製造される、いわゆる「低分子医薬品」が市場の中ではウェイトが高く、特に高

薬理活性医薬品、いわゆる抗がん剤は、低分子医薬品の中でも今後、高い伸びを示すと言われてい

ます。この低分子医薬品の領域が、DNPの医薬品製造の中心になると考えていますが、2030年に

向けては大きな拡大が期待されている「バイオ医薬品」や、我々も十数年来かかわってきている

「細胞医薬品」の分野でも、事業構築を目指していきます。 
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DNPは、単純な 2次元の印刷技術を発展させて、各層、各レイヤーが特徴的な機能を持った多層

構造、これは私の勝手な造語で“2.5次元高機能多層構造”と名付けていますが、これを実現するこ

とで、「光学フィルム事業」や保存性の大幅向上を目指した「食品パッケージ事業」、さらには

「バッテリーパウチ事業」など、多くの事業を手がけてきました。 

この技術を医療分野に応用したのが「医療パッケージ事業」で、医薬品のみならず、一部の医療機

器のパッケージも手掛けています。また、シミック CMOの製剤技術とこのパッケージ技術を掛け

合わせることで、抗がん剤などの付加価値向上も目指しています。 

一方、DNPでは 20年ほど前から、再生医療や細胞医薬品などの研究を行っている研究機関や病院

に技術者を派遣して、次世代の医薬品開発について学んできましたが、この領域でも新しい事業の

構築を目指していきます。 
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DNPの中核となる製造技術の一つが、先に述べました「高機能多層構造」を実現するための「加

工技術」です。2013年に栃木県に「化学合成のプロセス」を備えた新工場を建設し、加工のもと

になる原材料の開発、製造に着手しました。 

また、多層構造に用いる原材料の開発、製造のみならず、医薬品原薬の開発にも着手しました。数

年後に特許が切れそうな医薬品の原薬について、独自に開発した製造プロセスで化学合成し、ジェ

ネリックの医薬品事業者様に提供するかたちで、原薬事業をスタートしました。 

現在、七つ程度の製品ラインナップがありますが、今後は抗がん剤などの開発、製造も視野に入れ

て品種の拡大に努めるとともに、製造工程を担っているシミック CMOと連携して、原薬から製剤

までの一貫生産プロセスの構築なども目指していきます。 
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さて、昨年 4月に DNPの連結子会社化したシミック CMOは、CMO事業者としては国内第 3位

で、国内外に 6つの工場を持ち、国内 4工場では 50社を超える製薬会社様から、300品種以上の

医薬品の製造を受託しています。 

先ほどご説明したように、製剤の前工程となる原薬製造プロセスは我々が保有してますし、製剤に

不可欠な包装資材、いわゆるパッケージの開発製造は DNPの注力分野であることから、原薬から

製剤、パッケージに至るまでの一連の工程を備え持つことが、我々の強みになると考えています。 
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多くの製薬企業様の業務プロセスを代行する「BPO；ビジネスプロセスアウトソーシング」という

事業形態は、実は DNPにとって珍しい形態ではなく、図に示した「ICカード事業」が、DNPの

代表的な BPO事業の一つです。 

クレジットカードやキャッシュカードなどの ICカードを DNPでは数多く製造していますが、皆様

がカードの申込みをされた後は、実は金融機関様で審査工程を経た後に、個人情報が DNPの工場

に転送されます。 

そこで、厳重なセキュリティ管理体制のもとで、暗号化処理を施した個人データが IC カードに書

き込まれ、各個人に応じた情報処理がなされた添付文書と一緒になって、皆様のもとに DNPの工

場から発送されるのです。 

このように、金融機関様のカード関連業務を DNPのプラットフォーム上でまとめて処理する業務

形態は、DNPの代表的な BPO事業といえます。 

製薬企業様の治験や製剤のプロセスをまとめて受託している、シミックグループのような CRO、

CMOといった事業形態は、DNPの ICカード事業と市場は異なっても、きわめて似通ったビジネ

スモデルと考えられ、DNPがシミックグループと戦略的事業提携を行った理由もそこにありま

す。 
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このグラフは 2013年から 2021年にかけて、国内の CMO市場が年率 3％から 5％の割合で成長し

てきたことを示しています。新薬開発に携わる、いわゆる「創薬企業様」からの治験業務や製剤工

程のアウトソーシングは、今後もさらに加速すると思われます。 

 

このページでは、シミック CMOの国内 4工場と海外 2工場の全体写真を示しています。 
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国内 4工場については、いずれも大手の製薬会社様から譲り受けたもので、今となっては製薬会社

様の製剤工程を受託する BPO事業者となって、これからも数多くの製薬会社様から医薬品製造を

受託していきます。 

 

ここでは、医療ヘルスケア分野のその他の事業についてご説明します。 

シミックグループの中核的な事業が、製薬企業の治験業務を受託する CRO事業であり、この領域

においても DNPがシミックグループと協業して、労働集約的な業務の IT化や DX 推進を手掛ける

とともに、グローバル対応も目指していきます。 

画像診断事業としては、病院や健診機関の医療画像の診断、専門的には読影と言いますが、これを

我々にアウトソーシングしていただく事業をスタートしており、AI技術の実用化にもトライして

います。また治験領域においても、これらの画像診断技術が将来使えると考えています。 

付加価値型の医薬品開発につきましては、シミックの製剤技術と、我々のパッケージ技術を掛け合

わせて、医薬品の保存性の大幅向上にトライしています。 

長年かかわってきた再生医療や細胞医薬品の分野では、創薬プロセスの各種試験に使えるような細

胞を培養するための技術開発、もしくは細胞培養に不可欠な材料や、部材の開発を目指していきま

す。 
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このグラフでは、DNPの医療ヘルスケア事業の売上計画を示しています。 

医療パッケージ事業、原薬事業、製剤事業などを安定的に成長させて、2027年には 2023年度の

実績の 1.4倍強の売上を目指しております。年平均成長率としては、9.2％を見込んでいます。 

最後になりますが、これからも DNPは製薬企業をはじめとする顧客企業の皆様に、今まで以上に

貢献していきたいと思うとともに、人々の健康で安心・安全な生活を継続的にサポートしていきた

いと思います。 

 

若林：続きまして、同じく新規事業分野の「コンテンツ・XR コミュニケーション関連」につきま

して、常務執行役員の浅羽よりご説明いたします。浅羽常務、よろしくお願いいたします。 

浅羽：それでは、スマートコミュニケーション領域における新規事業テーマ「コンテンツ・XR コ

ミュニケーション」をご紹介します。浅羽と申します。よろしくお願いします。 

はじめに、我々がなぜこの事業に取り組むのか、この事業における強み、想いを映像にまとめまし

たのでご覧ください。 

DNPは、明治 9年に秀英舎として創業し、2026年に 150周年を迎えます。当時の舎則には「文明

に資する業を営む」を掲げていました。創業時の活版印刷を通じて、人々の知識や文化の発展に貢

献したいという想いは、現在もなお受け継がれています。 
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我々は、これまでに培った印刷技術と情報技術を活かし、日々進化するハードウェアやソフトウェ

アなどの環境に応じた、情報の「変換、加工、管理」を強みとしています。 

昨今ではショールームや店舗、美術館や企画展など、空間全体を捉えたさまざまな表現をプロデュ

ースし、新たな体験価値を社会に提供し、人と社会をつなげています。そして、リアルとバーチャ

ルがシームレスにつながるこれからの社会において、新たなコミュニケーションとして XRコミュ

ニケーションを提供したいと考えています。 

今と将来の文化を育むことを目指し、快適で楽しい暮らしの実現を目指しています。我々は「未来

のあたりまえ」の実現に向け、「コンテンツ・XR コミュニケーション」を始めてまいります。 

 

ただ今ご紹介した「コンテンツ・XR コミュニケーション」という新規事業は、社員の熱い想いか

ら生まれました。DNPは創業以来、さまざまなお客様からコンテンツをお預かりし、最適なかた

ちで社会に提供してきました。そうした中で、日本のコンテンツの魅力を世界に向けて、自らの手

で届けていきたいという想いが社員から湧き上がりました。 

そして、その想いを契機に具体的なプロジェクトとして、2017年に日本動画協会様と「東京アニ

メセンター」の共同運営を開始しました。新宿区市谷の DNPプラザで始めた「東京アニメセンタ

ー in DNPプラザ」は、2021年 4月に新たな文化を発信する町・渋谷に移転しました。そして

2024年 4月、海外ファンに日本コンテンツの魅力を届けていくため、北米サンフランシスコに進

出しました。 
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また、これらのリアル空間でのコミュニケーションに加え、2021年よりバーチャル空間にもコミ

ュニケーションの場を拡張し、渋谷区立宮下公園や、秋葉原地区などのメタバース展開を始めてお

ります。 

 

「コンテンツ・XR コミュニケーション」事業を推進するにあたり、ビジョン、ミッション、バリ

ューを策定しました。 

ビジョンは「コンテンツを最適なかたちで伝え 新たな価値を生み出し、快適な暮らしを支え、心

豊かな文化を育む。」としました。 

ミッションは「情報加工・変換技術を核に、リアルとバーチャルを融合させたコミュニケーション

モデルを創出し、人と社会をつなぎ『新たな体験価値』を世界に届ける。」と定めました。 

このようなビジョン、ミッションを実現させるためのバリューは三つ。 

○世界のマンガ、アニメ、ゲーム、アートなどのコンテンツホルダーやクリエイターとの 

 ネットワーク 

○高精細画像処理技術や版権処理の実績と信頼 

○そして、認証技術と大量データ処理技術を活用したビジネスプロセスの統合・最適化する能力 

となります。 

我々はこれらの強みを応用し、リアルとバーチャルを安心・安全にシームレスにつなぎ、新たな経

済圏を創出してまいります。 
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ビジョン、ミッションを実現するため、三つの基本機能を持ち、事業を推進します。 

一つ目の機能は、コンテンツプロデュースの推進です。我々は、日本のコンテンツが持つ価値をさ

らに高めるべく最適に変換し、国内外に提供します。世界中のファンに向け、「『あこがれに近づ

く』を世界に届ける」ことを目指します。多様なメディア展開により、コンテンツ活用ビジネスを

拡大し、同時にグローバルへ発展させてまいります。 

二つ目の機能は、リアル空間とバーチャル空間、それぞれのコミュニケーションを融合させ、社会

に新たな価値を提供する XR コミュニケーションです。地域社会には、その地域の活性化や課題解

決に向けた XR サービスを提供し、企業にはマーケティング支援などを行う XR サービスを提供し

ます。地域や企業の未来のインフラとして、XRコミュニケーションの社会実装を目指します。 

これらを統合的に支える共通基盤が、三つ目の機能です。共通基盤には DNPが従来ビジネスで培

った、コンテンツの企画、制作、開発、運用を担う技術や組織。オール DNPで開発保有する認証

セキュリティ技術基盤やノウハウ、ECサービスやさまざまな業務支援を担うビジネスプロセスリ

エンジニアリングと、ビジネスプロセスアウトソーシングなどを備えています。 
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それでは、各機能について事業戦略と取り組みをご紹介します。 

コンテンツ業界の市場概況について、簡単に触れます。海外のコンテンツ市場規模は直近 10年で

約 2倍に拡大しており、アニメや家庭用ゲームの拡大が顕著です。特に北米が最大市場であり、

2019年から年平均成長率は 14％で伸長しています。 

このような市場牽引には、動画配信サービスの発展はもとより、商品化や展示会などの 2次展開の

需要拡大も影響しています。社会環境と生活者ニーズの変化により、多様なメディアでコンテンツ

を楽しむスタイルが世界中で求められており、我々はこの市場に着目し、事業展開を進めます。 
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コンテンツプロデュースの事業戦略と、その取り組みをご紹介します。 

先の市場環境のとおり、現在のコンテンツビジネスでは、多様なメディア展開が必要不可欠です。

我々は強みとする情報加工変換技術や、ソフト、ハード、開発力を応用し、ビジネス領域を拡大し

ます。 

すでに企画展、イベント、商品を核にした自主興行ビジネスや、DNPの技術を応用したゲーム機

器の開発などを開始しています。また、これらの日本の成功モデルを需要の大きな国、地域を重点

とし、発展させていきます。 

2024年 4月にはサンフランシスコに「東京アニメセンター」を展開しました。また「アニメエキ

スポ」など、日本コンテンツのファンが集う大規模な海外の展示会にも、DNPならではの体験価

値を提供しています。 
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XRコミュニケーション市場は、まだ黎明期といえます。しかし、国内市場は 2027年までに年率

71％の成長が見込まれ、2兆円規模に達すると予想されています。特にこれまでの XR 活用は、エ

ンターテイメント用途が主流でした。今後は、人手不足の解決が急務な教育分野や、研修などの領

域において、物理的な制約を超えた効果的な働き方の実現に向け、活用が期待されています。 

その後、さまざまな業種業態の DXとして XR やメタバースの活用が広く浸透していくと考えられ

ます。 
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XRコミュニケーションは、人と社会をつなぐ、快適で安心・安全なコミュニケーションにより、

地域課題の解決と企業マーケティングの新たな体験価値を提供します。 

地域連動 XR サービスでは、物理的、時間的、心理的などさまざまな障壁によって既存の制度、サ

ービスの恩恵を受けにくい人たちに寄り添い、誰 1人取り残さないデジタル社会の実現を目指しま

す。 

自治体 DXとして推進する「メタバース役所」は、住民サービスの向上に加え、BPR（ビジネス 

プロセス リエンジニアリング）、BPO（ビジネス プロセス アウトソーシング）を掛け合わせ、職

員の負荷軽減を目指し、自治体との実証事業を始めています。また、不登校児や日本語指導が必要

な児童向けの居場所として、メタバース空間を東京都の 30の自治体へ提供し、他の自治体への拡

大も進めています。 

これらの活動を通じて、誰でもいつでも、どこからでも行政サービスを利用できるコミュニティプ

ラットフォームを目指しています。 

企業向けマーケティングの領域では、企業の周年イベントやステークホルダーとのコミュニケーシ

ョン施策として、活用が広がっております。また、国内外で多拠点展開をしている企業のインナー

ブランディングや、社員のエンゲージメント向上施策として採用が始まっています。もちろん

DNP社内でも、全国拠点から参加する社員向けイベントを実施しております。 
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最後に、事業目標についてご説明します。 

本事業において、2026年度には 2022年度比 240％の売上拡大を図ってまいります。この事業拡大

に向け、コンテンツへの投資や、共創企業への出資・協業を積極的に進めていきます。 

主な出資として今年 5月、monoAI technolgy株式会社に、XR コミュニケーションの基盤強化とし

て出資いたしました。今後も提携パートナーとともに、事業推進体制を強固にしてまいります。 

我々は、リアルとバーチャルをシームレスにつなぎ、コンテンツを最適に変換することで、新たな

体験価値と経済圏の創出を目指してまいります。コンテンツ・XRコミュニケーションは快適な暮

らしを支え、心豊かな文化を育むことをお約束します。それでは、XR 空間でお待ちしています。 

若林：それでは、これより休憩に入ります。14時 40分より質疑応答を開始いたします。再開ま

で、今しばらくお待ちください。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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